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 ★２月２０日に開催された学習会の感想★

２月２０日、ふくふくプラザにて学習会が開催されました。
藤田良氏による「僕が歩んできた道」～障がい者だからと言ってできない事はない～では
障がいがあっても強く生きる事の大切さをテーマにお話をして頂きました。
生い立ちや、学生時代、ボランティア活動、就職活動について様々な体験談をお聞きしました。
親友の渡辺めぐみ氏との中学生時代からの出会いや体験談もあり、参加された方の多くから
前向きになれたし元気が出ましたとのお声が寄せられました。
下記にて、今回学習会に参加されたかたのアンケートによる感想をご紹介します！！

【アンケート内容】
●藤田さんのすごく前向きで力強い生き方に感動しました。
　　自分にも何かできるのではないかと改めて考える事が
　　出来そうです！

●障がいがあっても前向きでできる事をやろうとする姿に励ま
　　されました。

●心の勉強会とても感動しました。子供の事を考えて選択した
　　りしていても実際はどうなんだろうと思い振り返りました。
　　もっともっと色んな事にチャレンジさせてみようと思いました。

●「障がいだからといってできない事はない」そう、心から感じました。

●障がいのあるなしに関わらず、人とのつながりがとても大事だと思いました。
　　療育施設が充実していくのは良いことですが、同時に分離も進んでいるとも感じます。
　　障がい児との交流の場がもっとたくさんあるといいなぁと思います。

●子どもの可能性をつぶす事なく生きていけたらと思いました。

●障がいがあるのに、自分のことより、他人の為にボランテイアをしようとする藤田さんの姿
　　に胸にグッとくるものがありました。
　　自分の子どもの事ばかりではなく、周りにも目が向けれるようになりたいです。

●障がいがあっても出来ることがあるという事をお話されている藤田先生のお姿から感じました。
　　映像トラブルがあっても、巧みにトークで補う姿にとても頭のいい方なんだと思いました。
　　今後の更なるご活躍を応援させてもらいたいと思います。

●心に響く学習会でした。前向きに子育てをしていこうと思えました。

●人の何十倍も努力をして、すごく前向きで、誰かを助けたいという思いもあり、すごい方だと
　　思いました。また、お話を聞きたいと思いました。

●藤田さんの思いが伝わり、涙がでました。藤田さんのお言葉、大切に心の支えとして
　　いきたいと思います。藤田さんと渡辺さんのつながりがあっての会で感動しました。

●親としてではなく、子の立場からの思いとかを知る事ができて良かったと思いました。
　　共に一緒に生きていける形をみることができたと思います。

●健常者や障がい者という隔たりなく前向きに生きていく事の大切さを学びました。

●障がいがあるからと親やまわりがその子のやりたい事等を制限してしまうのは本当に
　　良くない事で、色んな可能性を健常児と同じように考えていこうとおもいました。
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